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(57)【要約】
【課題】本発明は、噴射剤なしの泡分配装置を用いて無加圧容器から安定な泡として分配
され得る、低級アルコール含有量の高い（＞40％　v/vのＣ１－４）液体組成物を提供す
る。
【解決手段】アルコールＣ１－４（＞40％　v/v）、発泡性組成物を調製するために少な
くとも0.001重量％のシリコーン・ベースの界面活性剤、所望の性能（発泡性組成物）を
得るために添加される0～10％　w/wの追加の少量成分、及び残余の精製水を含む液体組成
物であって、アルコール性のゲル又は泡、エアゾール組成物又はバスルーム化粧品、美容
化粧品、医薬品等に普通に添加される乳化剤－皮膚軟化剤及び保湿剤、第二の界面活性剤
、泡安定剤、香料、抗菌剤、他のタイプの医薬成分、並びに同様の成分又は添加物又はそ
の組み合わせを含むことができる液体組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分；
　ａ）全組成物の約40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混
合物；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格（-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-）を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシ
リコーン・ベースの界面活性剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物。
【請求項２】
　上記組成物が低い圧力で空気と混合されるときに発泡性であり、該組成物が空気と混合
されるときに該組成物及び空気の混合物が泡を形成する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　上記湿潤及び発泡のための有効なシリコーン・ベースの界面活性剤が生理的に適合性で
あり、そして該シリコーン・ベースの界面活性剤がシリコーンエトキシル化物、シリコー
ングリセロールエステル、シリコーンアミンオキシド、シリコーンアセチレン性アルコー
ル誘導体、シリコーンカルボキシレート、シリコーンスルフェート、シリコーンホスフェ
ート、シリコーンイミダゾールクオート（quats）、シリコーンアミノクオート（Quats）
、シリコーンホスフェートエステル、シリコーン炭水化物誘導体、シリコーンイセチオネ
ート、シリコーンスルホネート、シリコーンベタイン、シリコーンアルキルクオート（Qu
ats）、シリコーンアミノプロピオネート、シリコーンエステル、シリコーンポリアミド
、シリコーンフッ素化界面活性剤、及びシリコーン炭化水素界面活性剤からなる群から選
択される、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　上記有効なシリコーン・ベースの界面活性剤が全組成物の約0.01％～10.0重量％の量の
、Bis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリシロキサ
ンエトキシレーテッドアセテート、ポリエーテル改変ポリシロキサン、ポリシロキサンベ
タイン及びその混合物からなる群から選択される生理的に許容されるシリコーン・ベース
の界面活性剤である、請求項１、２又は３に記載の組成物。
【請求項５】
　上記アルコールＣ１－４　がメタノール、エタノール、イソプロパノール、n-プロパノ
ール、ブタノール及びその組み合わせから選択される、請求項１、２、３又は４に記載の
組成物。
【請求項６】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　Bis-PEG-12ジメチコーン、Bis-PEG-17ジメチ
コーン、Bis-PEG-20ジメチコーン及びその組み合わせから選択される、請求項１、２、３
、４又は５に記載の組成物。
【請求項７】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリ
シロキサンである、請求項１、２、３、４又は５に記載の組成物。
【請求項８】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤がポリエーテル改変ポリシロキサンである、請求
項１、２、３、４又は５に記載の組成物。
【請求項９】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤がポリシロキサンベタインである、請求項１、２
、３、４又は５に記載の組成物。
【請求項１０】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が請求項６、７、８及び９のシリコーン・ベース
の界面活性剤の２つ又はそれ以上の混合物である、請求項１、２、３、４又は５に記載の
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組成物。
【請求項１１】
　上記アルコールが約40％～約90％　v/vの範囲で存在する、請求項１、２、３、４、５
、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　上記アルコールが少なくとも60％　v/vの量で存在するエタノールであり、そして上記
組成物が個人衛生用アルコール泡として使用するためのものである、請求項１、２、３、
４、５、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　上記アルコールが少なくとも60％　v/vの合計量で存在するn-プロパノール及びエタノ
ールの混合物であり、そして上記組成物が個人衛生用アルコール泡として使用するための
ものである、請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１４】
　上記アルコールが少なくとも60％　v/vの合計量で存在するイソプロパノール及びエタ
ノールの混合物であり、そして上記組成物が個人衛生用アルコール泡として使用するため
のものである、請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１５】
　上記アルコールが少なくとも70％　v/vの量で存在するイソプロパノールであり、そし
て上記組成物が個人衛生用アルコール泡として使用するためのものである、請求項１、２
、３、４、５、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１６】
　上記アルコールが少なくとも60％　v/vの量で存在するn-プロパノールであり、そして
上記組成物が個人衛生用アルコール泡として使用するためのものである、請求項１、２、
３、４、５、６、７、８、９又は１０に記載の組成物。
【請求項１７】
　上記組成物から生成される泡の特性を調節するための少なくとも１種の追加の界面活性
剤を更に含む、請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、
１４、１５又は１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　上記追加の界面活性剤が約0.10％～約５重量％の量で存在する、追加のシリコーン・ベ
ースの界面活性剤、フッ素化界面活性剤、アルキルグルコシド、ポリ(エトキシル化及び
／又はプロポキシル化)アルコール、ポリ(エトキシル化及び／又はプロポキシル化)エス
テル、ポリ(エトキシル化及び／又はプロポキシル化)アルコールの誘導体、ポリ(エトキ
シル化及び／又はプロポキシル化)エステルの誘導体、アルキルアルコール、アルケニル
アルコール、多価アルコールのエステル、多価アルコールのエーテル、多価アルコールの
ポリアルコキシル化誘導体のエステル、多価アルコールのポリアルコキシル化誘導体のエ
ーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステルのポリアルコキシル化誘
導体、ベタイン、スルホベタイン、イミダゾリン誘導体、アミノ酸誘導体、レシチン、ホ
スファチド、アミンオキシド、スルホキシド及びその混合物からなる群から選択される、
請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　上記ベタインがコカミドプロピルベタインである、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
上記アルキルグルコシドがココグルコシドである、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　上記ポリエトキシル化脂肪アルコールがポリエトキシル化ステアリルアルコール（エチ
レンオキシド２１モル）である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２２】
　上記ポリエトキシル化脂肪アルコールがポリエトキシル化ステアリルアルコール（エチ
レンオキシド２モル）である、請求項１８に記載の組成物。
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【請求項２３】
　上記ポリエトキシル化脂肪アルコールがポリエトキシル化ステアリルアルコール（エチ
レンオキシド２１モル）及びポリエトキシル化ステアリルアルコール（エチレンオキシド
２モル）の組み合わせである、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２４】
　上記フッ素化界面活性剤が　DEA　C[8-18]パーフルオロアルキルエチルホスフェートで
ある、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２５】
　上記フッ素化界面活性剤がアンモニウム　C[6-16]パーフルオロアルキルエチルホスフ
ェートである、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２６】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルト
リシロキサンエトキシレーテッドアセテートである、請求項１、２、３、４又は５に記載
の組成物。
【請求項２７】
　約10％以下の量で存在する泡安定剤を含む、請求項１～２６の何れか１項に記載の組成
物。
【請求項２８】
　上記泡安定剤がモノグリセリドの乳酸エステル、陽イオン性乳化剤、第四級アンモニウ
ム化合物、トリ四級化ステアリン酸リン脂質複合体、ヒドロキシステアラミドプロピルト
リアミン塩、乳酸モノグリセリド、食品乳化剤、例えばグリセリルモノステアレート、プ
ロピレングリコールモノステアレート、ナトリウムステアロイルラクチレート、セチルベ
タイン、グリコールエーテル、n-プロパノール、ブチレングリコール、シリコーンワック
ス、カプセル封入油、マイクロカプセル鉱油及びその組み合わせからなる群から選択され
る、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　上記泡安定剤がグリコールエーテル、グリセリン、ブチレングリコール、ベヘントリモ
ニウムクロリド又はセトリモニウムクロリド及びその組み合わせからなる群から選択され
る、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３０】
　約５％以下の量で存在する、ラノリン；ビニルアルコール；ポリビニルピロリドン；並
びにグリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、グリセリルオレエート
及びソルビトールからなる群から選択されるポリオール；ココグルコシド；セチルアルコ
ール、ステアリルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール及びパルミチ
ルアルコールからなる群から選択される脂肪アルコール；セチルアルコール；セテアレス
20；アルキルグルコシド；アルキルグルコシドとグリセリルオレエートとの混合物；PEG-
200水素化グリセリルパルミテート；ジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウムク
ロリド又はPEG-7グリセリルココエート；並びにその組み合わせからなる群から選択され
る保湿剤、皮膚軟化剤、脂質層向上剤及びその組み合わせの何れか一つを含む、請求項１
～２９の何れか１項に記載の組成物。
【請求項３１】
　全組成物の約0.05％～約0.5重量％の量で存在する、上記組成物のｐＨを予め選択され
たｐＨに調節するための酸又は塩基を更に含む、請求項１～３０の何れか１項に記載の組
成物。
【請求項３２】
　ｐＨを調節するために酸を使用する場合は該酸が塩酸、クエン酸及びリン酸からなる群
から選択され、そしてｐＨを調節するために塩基を使用する場合は該塩基がセスキ炭酸ナ
トリウムである、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
　全組成物の約0.01％～約５重量％の量で存在する保存剤を含む、請求項１～３２の何れ
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か１項に記載の組成物。
【請求項３４】
　抗菌剤を含む、請求項１～３３の何れか１項に記載の組成物。
【請求項３５】
　上記抗菌剤がクロルヘキシジン塩、ヨウ素、ヨウ素の複合形態、パラクロロメタキシレ
ノール、トリクロサン、ヘキサクロロフェン、フェノール、長鎖疎水性基及び第四級基を
有する界面活性剤、過酸化水素、銀、銀塩、銀酸化物、ベヘニルアルコール、並びにその
混合物からなる群から選択される、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３６】
　上記抗菌剤が約0.05％～約4.0重量％の量で存在するクロルヘキシジングルコネートで
ある、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３７】
　上記抗菌剤が約0.05％～約5.0重量％の量で存在するジデシルジメチルジアンモニウム
クロリドである、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３８】
　上記抗菌剤が約0.05％～約5.0重量％の量で存在するベンザルコニウムクロリドである
、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３９】
　上記抗菌剤が約0.05％～約5.0重量％の量で存在するベヘニルアルコールである、請求
項３４に記載の組成物。
【請求項４０】
　有機ゴム及びコロイド、高級脂肪酸の低級アルカノールアミド、短鎖ジオール及び／又
はトリオール、香料、着色物質、紫外線吸収剤、溶剤、懸濁剤、緩衝剤、コンディショニ
ング剤、抗酸化剤、殺菌剤、及び医薬活性成分、並びにその組み合わせからなる群から選
択される成分を更に含む、請求項１～３９の何れか１項に記載の組成物。
【請求項４１】
　上記組成物を空気と混合し、そしてそれから泡を分配するためのディスペンサーポンプ
を有する無加圧ディスペンサーに収容されている、請求項１～４０の何れか１項に記載の
組成物。
【請求項４２】
　上記組成物を空気又は噴射剤と混合し、そしてそれから泡を分配するためのディスペン
サーポンプを有する加圧ディスペンサーに収容されており、該組成物がエアゾール噴射剤
を全組成物の約３～20重量％の量で含む、請求項１～４０の何れか１項に記載の組成物。
【請求項４３】
　上記エアゾール噴射剤がプロパン、二酸化炭素、ブタン、ジクロロジフルオロメタン、
ジクロロテトラフルオロエタン、オクタフルオロシクロブタン；1,1,1,2-テトラフルオロ
エタン；1,1,1,2,3,3,3-ヘプタフルオロプロパン及び1,1,1,3,3,3,-ヘキサフルオロプロ
パンからなる群から選択される、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４４】
　全組成物の約0.1～約５重量％の量の、ソルビン酸、安息香酸、ソルビン酸カリウム及
び安息香酸ナトリウムからなる群から選択される腐食防止剤を含む、請求項４２又は４３
に記載の組成物。
【請求項４５】
　下記の成分；
　ａ）全組成物0.01～約15％の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のた
めの、シリコーン骨格（-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-）を含有する親油性鎖を含む有効なシリコー
ン・ベースの界面活性剤；
　ｂ）少なくとも約0.01～約10.0％を含む泡安定剤；
　ｃ）約0.05％～約5.0％の範囲で存在する、保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの
一つ；及び
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　ｄ）水
を含む濃縮組成物。
【請求項４６】
　上記有効なシリコーン・ベースの界面活性剤が生理的に許容される　Bis-PEG-20ジメチ
コーン、Bis-PEG-17ジメチコーン、Bis-PEG-12ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)
-ヘプタメチルトリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、ポリエーテル改変ポリシ
ロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物である、請求項４５に記載の濃縮
組成物。
【請求項４７】
　上記泡安定剤がグリセリン、セトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド及
びその組み合わせからなる群から選択される、請求項４５又は４６に記載の濃縮組成物。
【請求項４８】
　上記保湿剤及び皮膚軟化剤が、５％以下の量で存在する、ココグルコシド、及びグリセ
リルオレエート、又はPEG-200水素化グリセリルパルミテート、又はジヒドロキシプロピ
ルPEG-5リノールアンモニウムクロリド又はPEG-7グリセリルココエート、並びにその組み
合わせを含む、請求項４５、４６又は４７に記載の濃縮組成物。
【請求項４９】
　ａ）全組成物の約60％　v/v～約80％　v/vの量で存在するアルコールＣ１－４　又はそ
の混合物；
　ｂ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
の添加によりアルコール消毒組成物として構成される、請求項４５、４６、４７又は４８
に記載の濃縮組成物。
【請求項５０】
　上記アルコールＣ１－４　がエタノール、n-プロパノール、イソプロパノール及びその
組み合わせからなる群から選択される、請求項４９に記載の濃縮組成物。
【請求項５１】
　上記成分を混合し、次いでこの濃縮物を出荷の前に約30～約80℃の温度に加熱する方法
により製造される、請求項４５～５０の何れか１項に記載の濃縮組成物。
【請求項５２】
　下記の成分；
　ａ）全組成物の約60％　v/v～約80％　v/vの量で存在するアルコールＣ１－４　又はそ
の混合物；
　ｂ）全組成物の約0.01％～約10.0重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリ
コーン骨格（-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-）を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効な
シリコーン・ベースの界面活性剤；
　ｃ）約0.01～約12.0重量％の量で存在する泡安定剤；
　ｄ）約0.05～約5.0重量％の量で存在する保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの何
れか一つ；及び
　ｅ）全組成物を100重量％とする量の水
を含む、アルコール消毒組成物。
【請求項５３】
　空気を含み、上記消毒組成物が該空気と混合されるときに該消毒組成物及び空気の混合
物が泡を形成する、請求項５２に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項５４】
　上記湿潤及び発泡のための有効なシリコーン・ベースの界面活性剤が生理的に適合性で
あり、そして該シリコーン・ベースの界面活性剤がシリコーンエトキシル化物、シリコー
ングリセロールエステル、シリコーンアミンオキシド、シリコーンアセチレン性アルコー
ル誘導体、シリコーンカルボキシレート、シリコーンスルフェート、シリコーンホスフェ
ート、シリコーンイミダゾールクオート（quats）、シリコーンアミノクオート（Quats）
、シリコーンホスフェートエステル、シリコーン炭水化物誘導体、シリコーンイセチオネ
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ート、シリコーンスルホネート、シリコーンベタイン、シリコーンアルキルクオート（Qu
ats）、シリコーンアミノプロピオネート、シリコーンエステル、シリコーンポリアミド
、シリコーンフッ素化界面活性剤、及びシリコーン炭化水素界面活性剤からなる群から選
択される、請求項５２又は５３に記載の組成物。
【請求項５５】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　Bis-PEG-20ジメチコーンである、請求項５２
又は５３に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項５６】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　Bis-PEG-17ジメチコーンである、請求項５２
又は５３に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項５７】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　Bis-PEG-12ジメチコーンである、請求項５２
又は５３に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項５８】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が　3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルト
リシロキサンエトキシレーテッドアセテートである、請求項５２又は５３に記載のアルコ
ール消毒組成物。
【請求項５９】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤がポリエーテル改変ポリシロキサンである、請求
項５２又は５３に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６０】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤がポリシロキサンベタインである、請求項５２又
は５３に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６１】
　上記シリコーン・ベースの界面活性剤が請求項５５～６０のシリコーン・ベースの界面
活性剤の２つ又はそれ以上の混合物である、請求項５２又は５３に記載の組成物。
【請求項６２】
　上記泡安定剤がモノグリセリドの乳酸エステル、陽イオン性乳化剤、トリ四級化ステア
リン酸リン脂質複合体、ヒドロキシステアラミドプロピルトリアミン塩、乳酸モノグリセ
リド、食品乳化剤、例えばグリセリルモノステアレート、プロピレングリコールモノステ
アレート、ナトリウムステアロイルラクチレート、シリコーンワックス、第四級アンモニ
ウムクロリド、カプセル封入油、マイクロカプセル鉱油、ブチレングリコール、及びその
混合物からなる群から選択される、請求項５２～６１の何れか１項に記載のアルコール消
毒組成物。
【請求項６３】
　上記泡安定剤が2-ブトキシエタノール、グリセリン、ブチレングリコール、セトリモニ
ウムクロリド、及び／又はベヘントリモニウムクロリド、及びその組み合わせからなる群
から選択される、請求項５２～６２の何れか１項に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６４】
　約５％以下の量で存在する、ラノリン；ビニルアルコール；ポリビニルピロリドン；並
びにグリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール及びソルビトールからな
る群から選択されるポリオール；又はセチルアルコール、ステアリルアルコール、ラウリ
ルアルコール、ミリスチルアルコール及びパルミチルアルコールからなる群から選択され
る脂肪アルコール；セチルアルコール；セテアレス20；又はアルキルグルコシド、並びに
その組み合わせからなる群から選択される保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの何れ
か一つを含む、請求項５２～６２の何れか１項に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６５】
　５％以下の量で存在する、グリセリルオレエート、グリセリン、ココグルコシド、又は
PEG-200水素化グリセリルパルミテート、又はジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモ
ニウムクロリド又はPEG-7グリセリルココエート及びその組み合わせからなる群から選択
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される保湿剤及び皮膚軟化剤、並びにその混合物を含む、請求項５２～６２の何れか１項
に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６６】
　抗菌剤を含む、請求項５２～６２何れか１項に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６７】
　上記抗菌剤がクロルヘキシジン塩、ヨウ素、ヨウ素の複合形態、パラクロロメタキシレ
ノール、トリクロサン、ヘキサクロロフェン、フェノール、長鎖疎水性基及び第四級基を
有する界面活性剤、過酸化水素、銀、銀塩、銀酸化物、並びにその混合物からなる群から
選択される、請求項６６に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６８】
　上記抗菌剤が約0.50％～約4.0重量％の量で存在するクロルヘキシジングルコネートで
ある、請求項６６に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項６９】
　上記抗菌剤が約0.50％～約5.0重量％の量で存在するジデシルジメチルジアンモニウム
クロリドである、請求項６６に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７０】
　上記抗菌剤が約0.50％～約5.0重量％の量で存在するベンザルコニウムクロリドである
、請求項６６に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７１】
　上記抗菌剤が約0.50％～約5.0重量％の量で存在するベヘニルアルコールである、請求
項６６に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７２】
　全組成物の約0.01％～約５重量％の量の保存剤を含む、請求項５２～７１の何れか１項
に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７３】
　全組成物の約0.01％～約５重量％の量の保存剤を含む、請求項５２～７１の何れか１項
に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７４】
　全組成物の約0.05％～約0.5重量％の量で存在する、上記消毒組成物のｐＨを予め選択
されたｐＨに調節するための酸又は塩基を更に含む、請求項５２～７１の何れか１項に記
載のアルコール消毒組成物。
【請求項７５】
　上記酸が塩酸、クエン酸及びリン酸からなる群から選択され、そして上記塩基がセスキ
炭酸ナトリウムである、請求項７４に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７６】
　上記消毒組成物を空気と混合し、そしてそれから泡を分配するためのディスペンサーポ
ンプを有する無加圧ディスペンサーに収容されている、請求項５２～７１の何れか１項に
記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７７】
　上記消毒組成物を空気又は噴射剤と混合し、そしてそれから泡を分配するためのディス
ペンサーポンプを有する加圧ディスペンサーに収容されており、該消毒組成物がエアゾー
ル噴射剤を全組成物の約３～20重量％の量で含む、請求項５２～７１の何れか１項に記載
のアルコール消毒組成物。
【請求項７８】
　上記エアゾール噴射剤がプロパン、二酸化炭素、ブタン、ジクロロジフルオロメタン、
ジクロロテトラフルオロエタン、オクタフルオロシクロブタン、1,1,1,2-テトラフルオロ
エタン；1,1,1,2,3,3,3-ヘプタフルオロプロパン及び1,1,1,3,3,3,-ヘキサフルオロプロ
パンからなる群から選択される、請求項５２に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項７９】
　全組成物の約0.1～約５重量％の量の、ソルビン酸、安息香酸、ソルビン酸カリウム及
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び安息香酸ナトリウムからなる群から選択される腐食防止剤を含む、請求項７７又は７８
に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項８０】
　約５％以下の量で存在する、ラノリン；ビニルアルコール；ポリビニルピロリドン；及
びグリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール及びソルビトールからなる
群から選択されるポリオール；又はセチルアルコール、ステアリルアルコール、ラウリル
アルコール、ミリスチルアルコール及びパルミチルアルコールからなる群から選択される
脂肪アルコール；セチルアルコール；セテアレス20；又はアルキルグルコシド又はPEG-20
0水素化グリセリルパルミテート；又はジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウム
クロリド又はPEG-7グリセリルココエート並びにその組み合わせからなる群から選択され
る保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの何れか一つ、並びにその組み合わせを含む、
請求項５２～７９の何れか１項に記載の組成物。
【請求項８１】
　有機ゴム及びコロイド、高級脂肪酸の低級アルカノールアミド、短鎖ジオール及び／又
はトリオール、香料、着色物質、追加の皮膚軟化剤、紫外線吸収剤、溶剤、乳化剤、泡安
定剤又はこのような安定剤の混合物、懸濁剤、緩衝剤、コンディショニング剤、抗酸化剤
、殺菌剤、医薬活性成分、その他を包含する他の成分又は材料であって、エアゾール組成
物、バスルーム化粧品、美容化粧品及び医薬品に通常添加し得る前記成分又は材料を更に
含む、請求項５２～７９の何れか１項に記載のアルコール消毒組成物。
【請求項８２】
　約0.01～約10％　w/wの範囲で存在する生理的に許容されるフルオロ界面活性剤を更に
含み、上記Ｃ１－４　アルコールが全組成物の約40～約90　v/vの量で存在し、そして上
記湿潤及び発泡のためのシリコーン・ベースの界面活性剤が全組成物の約0.1～約10％　w
/wの量で存在する、請求項１～４４の何れか１項に記載の組成物。
【請求項８３】
　上記フルオロ界面活性剤がフッ素化されたエトキシル化物、グリセロールエステル、ア
ミンオキシド、アセチレン性アルコール誘導体、カルボキシレート、ホスフェート、炭水
化物誘導体、スルホネート、ベタイン、エステル、ポリアミド、シリコーン及び炭化水素
界面活性剤からなる群から選択される、請求項８２に記載の組成物。
【請求項８４】
　上記フルオロ界面活性剤が両性ポリテトラフルオロエチレンアセトキシプロピルベタイ
ン
(ＣＦ３ＣＦ２(ＣＦ２ＣＦ２)ｎＣＨ２ＣＨ２(ＯＡｃ)ＣＨ２Ｎ＋(ＣＨ３)２ＣＨ２ＣＯ
Ｏ－)（式中、ｎ＝２～４である）である、請求項８２又は８３に記載の組成物。
【請求項８５】
　上記フルオロ界面活性剤が下記構造のエトキシル化非イオン性フルオロ界面活性剤：
ＲｆＣＨ２ＣＨ２Ｏ(ＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ｘＨ　（式中、Ｒｆ＝Ｆ(ＣＦ２ＣＦ２)ｙ　であり
、ｘ＝０～約１５であり、そしてｙ＝１～約７である）である、請求項８２又は８３に記
載の組成物。
【請求項８６】
　上記フルオロ界面活性剤が下記構造の陰イオン性ホスフェートフルオロ界面活性剤：
(ＲｆＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ｘＰ(Ｏ)(ＯＮＨ４)ｙ　（式中、Ｒｆ＝Ｆ(ＣＦ２ＣＦ２)ｚ　であ
り、ｘ＝１又は２であり、ｙ＝２又は１であり、ｘ＋ｙ＝３であり、そしてｚ＝１～約７
である）又はその混合物である、請求項８２又は８３に記載の組成物。
【請求項８７】
　請求項１～４４の何れか１項に記載の組成物を使用する泡の形成方法であって、ディス
ペンサーポンプを有する容器に該組成物を収容し、該ディスペンサーを駆動して上記アル
コール及びシリコーン・ベースの界面活性剤の混合物を低い圧力下に空気と混合してアル
コールを含有する低圧泡を形成し、これを該ディスペンサーから分配することによる、上
記泡の形成方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連米国出願の相互参照
　本特許出願は、2005年3月7日に英語で出願された、シリコーン・ベースの界面活性剤を
含むアルコール含有量の高い発泡性組成物と題する米国仮特許出願連続番号　60/658,580
に関連し、かつそれからの優先権の利益を主張している。
【０００２】
　本発明は、エアゾール包装システムを用いて達成される、無加圧容器及び加圧容器の両
者から低い圧力で泡として分配され得る、低級アルコール（Ｃ１－４）含有量の高い組成
物に関する。泡として分配されるべき組成物は、シリコーン・ベースの界面活性剤を含有
しており、そして空気と混合されるときに個人的洗浄用又は消毒目的のために使用できる
安定なアルコール泡を与える。
【背景技術】
【０００３】
　少なくとも60％　v/v（約52重量％）を含むエタノール及び／又はイソプロピルアルコ
ール及び／又はn-プロピルアルコールの組成物は抗菌性であることがよく知られており、
従って消毒目的のために広く受け入れられている。それにもかかわらず、アルコールの固
有の特性のために、その含有量が高いほど生成物は良好であり、そしてアルコール含有量
が60容量％より高い溶液がより望ましい。
【０００４】
　アルコール消毒液は、無駄をなくし、かつ組成物を所望の範囲全体に塗るのを容易にす
るために、一般的に増粘される。ゲル化剤以外には、アルコール含有量の高い溶液の増粘
を達成するためにパラフィン又はワックスを使用できることも知られている。融点を体温
付近に下げるために添加されたラノリンを含むこのような組成物は、米国特許第　2,054,
989　号（特許文献1）に記載されている。ゲル及び上記タイプの濃厚なアルコール含有組
成物の欠点の一つは、それらが使用後の手に粘着性感触を残さないならば（若干のものは
そうであるが）、効果は１日中の反復使用後に増加するが、アルコール消毒液の使用を続
ける前に増粘剤を最終的に洗い落とす必要があることである。本発明は、上記タイプの生
成物のために処方されたとしても、このような感触を残すことがなく、そして反復使用後
に洗い落とす必要がない。
【０００５】
　一般的に言えば、アルコール含有量の高い消毒液は消毒するが、洗浄しない。それらを
消毒及び洗浄するようにするためには、皮膚の感触が石鹸のようで不快になるほど多量の
石鹸の添加を必要とし、結果として商業的魅力を殆ど持たない製剤が生じるだろう。それ
にもかかわらず、皮膚洗浄剤として使用するための低級アルコール含有量の高い非刺激性
皮膚消毒製剤は、米国特許第　5,629,006　号（特許文献2）に記載されるように、乳化剤
、界面活性剤及び皮膚軟化剤の組み合わせによって達成されている。
【０００６】
　洗浄目的のため以外の界面活性剤は、１種又はそれ以上の活性物質を含有する水性組成
物をそれらの湿潤特性により表面上に急速かつ均一に塗布するためにも使用される。良好
な湿潤剤の使用は、米国特許第　5,928,993　号（特許文献3）に記載されているように、
種々の組成物における活性物質の効果的な使用を確かに改善する。
【０００７】
　アルコール含有量の高い消毒液は良好な消毒特性を有するが、それは強いにおいを有し
、そして皮膚の乾燥を引き起こすことが一般的に認められており、すなわち、本発明にお
いて望ましいレベルまで下げることもできる特性である。
【０００８】
　使用が容易かつ安全である40％　v/vより多いアルコールを含む泡製品は、従来の液体
、ゲル又は軟膏タイプの組成物製品よりも望ましい。このアルコール濃度は既にそれ自体
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が危険を及ぼすが、泡として分配できるならば、認められたリスクを減少し得る多くの用
途がある。皮膚消毒剤として有用であることが意図される泡は、一様な稠度、塗布性、洗
浄能力を持たねばならず、そして快適な感触を持たねばならず、すなわち、加圧したとき
に急速な破壊力を持たねばならず；それらの全ては低級アルコール含有量の高い組成物に
とって課題を提示する。
【０００９】
　補助溶剤として15％　w/wアルコールを用いる、泡を生成するために加圧容器又は噴射
剤の添加を必要としない水性発泡皮膚消毒組成物は、米国特許第　3,962,150　号（特許
文献4）に記載されている。
【００１０】
　これまでに利用されている泡形成剤は、液相が高いアルコール含有量を有する場合には
他の成分を用いないで安定な泡を形成することができなかった。更に、低級アルコールは
、泡促進化学物質というよりはむしろ消泡剤と考えられている。米国特許第　3,131,153
　号（特許文献5）において　Klausner　によれば、64％より多いアルコールを用いると
不均一な組成物が得られる。この特許における組成物は泡を形成するために噴射剤を必要
とし、そして形成された泡の安定性は限られていた。
【００１１】
　泡として分配される低級アルコール含有量の高い組成物の種々の例は記載されているが
、本発明の目的のためにはアルコール濃度及び他の成分のレベルが不適当である。より重
要なことには、泡を生成するために噴射剤及びエアゾール容器を使用することは望ましく
ない。例えば、米国特許第　5,906,808　号（特許文献6）に記載された組成物は、0.8％
クロルヘキシジングルコネートアルコール生成物を製造するために、組成物の発泡性能を
改善する乳化性ワックスNF、並びにステアリル及びセチルアルコールの組み合わせ、又は
他のワックスの組み合わせをセチルラクテートと一緒に用いる生成物を開示している。
【００１２】
　Lins　に交付された米国特許第　5,167,950　号（特許文献7）は、噴射剤を必要とし、
そして界面活性剤が添加されていない、洗浄剤としての生成物を開示している。この特許
に開示された組成物は、高いアルコール含有量を有する抗菌エアゾールムースを製造する
ために、増粘剤（カルボマー、クルセル等）の使用と組み合わせた乳化剤系（脂肪アルコ
ールＲＯＨ　16～22炭素）の使用に基づいている。このムースはアルコール、水、高分子
ゲル化剤、並びにＣ16-Ｃ22アルコール、エアゾール噴射剤及び非イオン性ポリエトキシ
ル化界面活性剤を含む界面活性剤系を含有する。
【００１３】
　今日までになされた研究にもかかわらず、どのように泡が反応して形成されるのかにつ
いての具体的な知識は殆どなく、そして驚いたことに、発泡性でないと思われた処方が泡
を生成する最も良い処方であるという結果をもたらす一方、調製中でさえ泡を生成すると
思われた他の処方は幾つかの非エアゾール泡ディスペンサーでは全く機能しなかった。水
性泡の挙動はアルコール泡の挙動と同一ではない。
【００１４】
　シリコーン・ベースの界面活性剤は、表面張力の低下及び湿潤特性の上昇を必要とする
用途、特に水以外の溶剤系と適合性であり、かつ組成物の他の成分と反応しない材料を必
要とする用途に使用されている。シリコーン界面活性剤は、それらが興味ある組成物にお
いて比較的低い濃度で比較的低い表面張力を達成し得るので望ましい。シリコーン・ベー
スの界面活性剤を用いて達成される低い表面張力の利点を利用する商業的な例は、農作物
保護製品、印刷インキ、塗料、床被覆剤等である。上記の特性はシリコーン界面活性剤を
この特許の目的のための候補にしている。
【００１５】
　低い圧力下で及び／又はエアゾール包装システムにより泡として分配し得る、シリコー
ン・ベースの界面活性剤を含有するアルコール・ベースの消毒製剤があることは、極めて
有利であろう。更に、適用された部分に留まることができ、そして蒸発後に残る残留物の
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量が少ないために洗い流し又は拭き取りを必要としない生成物における使用を可能にする
濃度で使用し得る発泡剤を見出すことは、極めて有利かつ望ましいだろう。従って、大部
分の市販のアルコールゲル製品は、泡を分配するために用いられる分配装置を詰まらせる
ことが知られているので、不快な粘着性の後感触を残さない泡を提供することも極めて有
利であろう。シリコーン・ベースの界面活性剤は、それらのソフトな後感触及び特性のた
めに、それらがクリーム、ローション及び他の化粧品の望ましい化粧品成分として現在使
用されているので、上記の目的のために望ましいだけではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】米国特許第　2,054,989　号
【特許文献２】米国特許第　5,629,006　号
【特許文献３】米国特許第　5,928,993　号
【特許文献４】米国特許第　3,962,150　号
【特許文献５】米国特許第　3,131,153　号
【特許文献６】米国特許第　5,906,808　号
【特許文献７】米国特許第　5,167,950　号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、ユーザーの皮膚又は手の乾燥を殆ど全く引き起こさず、そして加圧及び無加
圧分配システムから泡として分配できる界面活性剤／洗浄剤、並びに消毒剤／洗浄剤／溶
剤／担体を含有するアルコール含有量の高い組成物を提供する。
【００１８】
　本発明は、特定用途のために表面上に容易に広がる泡として分配できる、アルコール含
有量の高い組成物を提供する。本発明の組成物は抗菌性アルコール泡として処方すること
ができる。これらの発泡性組成物は、適切なディスペンサーから分配されるときに安定で
あり、そして噴射剤及び加圧容器の使用を必要としないが、使用しても同様に発泡するだ
ろう。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　従って、本発明は、下記の成分；
　ａ）全組成物の40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混合
物；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤を含む発泡剤であって、ディスペンサーから分配されるときに、該発泡性アルコー
ル組成物が空気と混合されて泡が形成されるように選択された発泡剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物を提供する。
【００２０】
　本発明の一態様において、有効なシリコーン・ベースの界面活性剤は、全組成物の約0.
001%～約10.0重量％の量で存在し、この量は生理的に許容されるので、それはパーソナル
ケア型製品に使用することができる。
【００２１】
　本発明の好ましい実施形態において、シリコーン・ベースの界面活性剤はBis-PEG-[10-
20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリシロキサンエトキシレー
テッドアセテート、エトキシル化シリコーン・ベースの界面活性剤、Bis-PEG/PPG　18/6
ジメチコーン、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその
混合物であってよい。
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　本発明はまた、下記の成分；
　ａ）全組成物の約60％　v/v～約80％　v/vの量で存在するアルコールＣ１－４　又はそ
の混合物；
　ｂ）全組成物の約0.01％～約10.0重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリ
コーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界
面活性剤；
　ｃ）約0.01～約12.0重量％の量で存在する泡安定剤；
　ｄ）約0.05～約5.0重量％の量で存在する保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの何
れか一つ；及び
　ｅ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む、発泡性アルコール消毒組成物を提供する。
【００２２】
　本発明はまた、下記の成分；
　ａ）全組成物の約0.01～約15.0重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤；
　ｂ）少なくとも約0.01～約10.0％を含む泡安定剤；
　ｃ）約0.05％～約5.0％の範囲で存在する、保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの
一つ；及び
　ｄ）水
を含む濃縮組成物を提供する。
【００２３】
　本発明はまた、発泡性アルコール組成物であって、下記の成分；
　ａ）全組成物の40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混合
物；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤であって、Bis-PEG-12ジメチコーン、Bis-PEG-17ジメチコーン、Bis-PEG-20ジメチ
コーン及びその組み合わせからなる群から選択される前記界面活性剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物を提供する。
【００２４】
　本発明はまた、発泡性アルコール組成物であって、下記の成分；
　ａ）全組成物の40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混合
物；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤であって、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリシロキサンエトキシレー
テッドアセテートである前記界面活性剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物を提供する。
【００２５】
　本発明はまた、発泡性アルコール組成物であって、下記の成分；
　ａ）全組成物の40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混合
物；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤であって、ポリシロキサンベタインである前記界面活性剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物を提供する。



(14) JP 2017-128599 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

【００２６】
　本発明はまた、発泡性アルコール組成物を用いて泡を形成し分配する方法であって、
該方法が、
ａ）空気と発泡性アルコール組成物とを分配の際に混合して泡を形成するように構成され
たディスペンサーポンプを有する容器から、発泡性アルコール組成物を分配する工程、
を含み、
該発泡性アルコール組成物が
　i)全組成物の40％　v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４　アルコール又はその混合物
；
　ii)全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシリコーン・ベースの界面
活性剤；及び
　iii)全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含むものである、前記方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
発明の詳細な説明
定義
　本明細書で用いられる「皮膚軟化剤」という用語は、反復使用したときに皮膚の水分レ
ベル、コンプライアンス、又は外観を維持又は改善できる材料を広く指す。
【００２８】
　本明細書で用いられる「乳化剤」という用語は、エマルジョンの形成及び安定化を補助
する目的のために二つの混和性液体の混合物に少量で添加される界面活性剤又は他の材料
を指す。
【００２９】
　本明細書に用いられる「乳化成分」というフレーズは、上記で定義した乳化剤と同義で
ある。
【００３０】
　本明細書で用いられる「エマルジョン」という用語は、一つの液体が別の液体中に存在
するコロイド分散物を指す。
【００３１】
　本明細書で用いられる「界面活性剤(surfactant)」という用語は、親油性及び親水性構
造単位の両者が存在する結果として、界面で優先的に吸着し、この吸着が系の表面又は界
面特性の変化をもたらす材料のための一般的記述用語である「界面活性作用物質(surface
　active　agents)」に対して広く用いられる短縮形である。
【００３２】
　本明細書で用いられる「シリコーン・ベースの界面活性剤」という用語は、構造単位が
通常-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-（式中、Ｒは１価の有機基である）を含む任意の有機ケイ素酸化
物ポリマーとしても記述される、親油性鎖がシリコーン鎖を含有する界面活性剤であって
、それを含有する組成物が洗浄、湿潤及び発泡できるようにするものを指す。
【００３３】
　本明細書で用いられる「泡安定剤」という用語は、界面活性剤系により生成される泡の
量又は持続性を増加させる添加剤を指す。
【００３４】
　本明細書で用いられる「消毒」という用語は、有害微生物を破壊し又は減少させること
を意味する。
【００３５】
　本明細書で用いられる「生理的に許容される」という用語は、皮膚に適用したときに刺
激又は毒性を通常生じることがなく、そしてヒトに適用するためにユーザーによって受け
入れられる材料を意味する。
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【００３６】
　本明細書で用いられる「泡」は、混合されて、可変長の時間持続する構造を有する小さ
い気泡のマスを形成する液体及び気体を意味する。
【００３７】
　気泡は、液体のフィルムで取り囲まれた気体のセルである。
【００３８】
　本明細書で用いられる「エアゾール」という用語は、分配のために製品を強制的に追い
出すために加圧気体が用いられる包装及び送出システム、並びに送出された製品を意味す
る。気体は製品と共に分配されても良く、分配されなくてもよい。
【００３９】
　「エアゾール泡」は、上記で定義したようなエアゾール包装及び送出システムから分配
された泡である。
【００４０】
　本明細書で泡を生成するという文脈で用いられる「低い圧力」というフレーズは、無加
圧容器から泡を分配するときのような大気圧付近又はそれ以下の圧力を意味する。典型的
には、泡がエアゾール容器から分配されるとき、この泡は高い「圧力」条件下で分配され
ると考えられる。
【００４１】
　本発明は、無加圧容器から低圧条件下で、又はエアゾール包装システムにより、泡とし
て分配することのできる、シリコーン・ベースの界面活性剤を高い低級アルコール（Ｃ１

－４）含有量と共に含む発泡性アルコール組成物を提供する。本発明の発泡性組成物は、
空気と混合されるときに安定な泡を送出してアルコール性溶液を与え、この泡は、個人的
洗浄用又は消毒目的のために使用でき、そして加圧時に、例えばユーザーが両手をこすっ
たとき又は表面上に塗布されたときに壊れる。本明細書で与えられたパーセンテージは、
別に指示しない限り、全重量に基づく。
【００４２】
　本発明に用いられるアルコールは低級炭化水素鎖アルコール、例えば、メタノール、エ
タノール、プロパノール、ブタノール等のＣ１－４　アルコールである。好ましいアルコ
ールはエタノール、2-プロパノール又はn-プロパノールから選択され、最も好ましくはエ
タノールであり、適正濃度で十分な消毒作用があるとして衛生管理職員により良く受け入
れられている。処方に用いられるアルコールがエタノール又はエタノールと他のＣ１－４

　アルコールの１種又はそれ以上との組み合わせであるならば、エタノールは好ましくは
標的マーケットの地方規則を満たすように適切に変性されることが当業者に理解されるだ
ろうが、本発明の目的のためには変性されているかどうかについて特定することなく単に
エタノールという。本組成物には単一のアルコールを用いてもよく、又は上記のように２
種又はそれ以上のアルコールのブレンドが組成物のアルコール含有量を構成してもよい。
【００４３】
　一実施形態では、前記アルコールは約４０％～約９０％v/vの範囲で存在することがで
きる。
【００４４】
　本発明の重要かつ驚くべき成果は、消毒に適する組成物が40％　v/vより多量のアルコ
ールを含有するようにされていること、そしてシリコーン・ベースの界面活性剤が低圧容
器及びエアゾール包装容器の両者から化粧品として魅力的な泡として分配され得ることで
ある。
【００４５】
　シリコーン・ベースの界面活性剤の使用は、発泡するように考案された組成物における
主発泡剤として重要な成分である。シリコーン界面活性剤は、例えば残渣を殆ど残さない
こと、過酷な化学的及び熱的環境において機能し得ることのような種々の興味深い特性を
有し；それらは比類なき湿潤力、すなわち伝統的な界面活性剤よりも一般的に良好である
という特性を有し、有機溶剤中でより良い界面活性特性を示し、そしてそれらをコーティ
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ング、油田、材料仕上げ剤、クリーニング、塗料、農薬施用等における用途に広く使用さ
れるようにしている。
【００４６】
　伝統的な界面活性剤は分子の疎水性部分として炭素鎖を有する。この炭素鎖に加えられ
る親水性部は、界面活性剤の溶解性を、そして陰イオン性、陽イオン性、非イオン性及び
両性としての一般的クラスを決定するだろう。本明細書に開示する組成物に適するシリコ
ーン・ベースの界面活性剤は、シリコーン鎖　-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-を有し、そして特定の
処方に用いられる他の成分と適合性である、ホスフェートエステル、スルフェート、カル
ボキシレート、イミダゾールクオート（quats）、アミノクオート（Quats）、アルキルク
オート（Quats）、アミノプロピオネート、エトキシレート、グリセロールエステル、ア
ミンオキシド、アセチレン性アルコール誘導体、ホスフェート、炭化水素誘導、スルホネ
ート、ベタイン、イセチオネート、エステル、ポリアミド、及び炭化水素界面活性剤を包
含するが、これらに限定されない。
【００４７】
　市販の異なるシリコーン界面活性剤から、異なる製造業者及び異なる界面活性剤グルー
プからのサンプルを評価した。特に、ジメチコーンコポリオールとしても知られているシ
リコーンポリエーテルは最も良い性能を示した。それらのうち、マルチペンダント及び線
形二官能性のサンプルは活性を示したが、後者は優れた泡特性を与えることが見いだされ
た。これは興味深いと共に予想外である。なぜならば、大部分の水ベースの用途において
、マルチペンダント又は線形二官能性のシリコーン界面活性剤の一方が水ベースの混合物
中で泡を生成するならば、他方は同様には機能しないからである。しかしながら、これは
、発泡性アルコール組成物は水ベースの発泡性組成物とは全く別様に挙動すると言う観察
と一致する。
【００４８】
　異なる界面活性剤を試した一方で、確認し得る何らかの相乗作用が存在して用法及び泡
性能を最適化するかどうかを見出すために、２種又はそれ以上の混合物を評価した。若干
の相乗作用が確認された一方で、特に二官能性のシリコーン界面活性剤　Bis-PEG　[10-2
0]ジメチコーンは単独で使用するときに最良であることも見出された。表記法　Bis-PEG
　[10-20]は、10～20個の反復オキシエチレン基を有する全ての　Bis-PEG　化合物を意味
する。これは他の全ての成分にも同様に当てはまる。具体的には、Bis-PEG　12ジメチコ
ーン及び／又は　Bis-PEG-20ジメチコーン及び／又は　Bis-PEG-17ジメチコーンは、3-(3
-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、ポ
リエーテル改変ポリシロキサン及びポリシロキサンベタインと並んで好ましく、後者は有
望な結果を示したが、ジメチコーンの結果ほどには良好ではなかった。
【００４９】
　本組成物の好ましい実施形態において、有効なシリコーン・ベースの界面活性剤は、全
組成物の約0.01%～約10.0重量％の、生理的に許容される　Bis-PEG　[10-20]ジメチコー
ン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチルトリシロキサンエトキシレーテッドアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン、ポリシロキサンベタイン又はその混合物であっ
てよい。
【００５０】
　驚くべきことに、シリコーン・ベースの界面活性剤の特性にもかかわらず、低い圧力条
件下又はエアゾール包装システムの何れによってもアルコール含有量の高い発泡性生成物
を生成するためのそれらの使用に関する情報は、殆ど又は全くないことを見出した。
【００５１】
　更に、加圧容器又は噴射剤を使用しない場合でも泡を生成することができるアルコール
含有量の高い生成物を得るためには、表面張力はできるだけ低いことが必要である。そう
すれば、手動ポンプ又は機械的手段により、このような泡を生成するために必要な圧力で
足りる。
【００５２】
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　本発明を開発する間に、80％　v/wほどにも高いエタノールのみ及びシリコーン・ベー
スの界面活性剤を用いた場合に比較的安定な急速破壊性の泡が得られたが、伝統的な界面
活性剤をより高いパーセンテージで使用すると少しも類似しない結果を与え、そして泡は
全く得ることができなかったことを見出したことは、予想外であった。
【００５３】
　商業的に適切な製剤（消毒用途における使用目的のために十分長く持続するもの）を得
るために行ったアプローチの一つは、シリコーン・ベースの界面活性剤の使用量を、他の
成分、例えば第二の界面活性剤、乳化剤、泡安定剤、香料、及び美容化粧品、エアゾール
、バスルーム化粧品、パーソナルケア等に用いられる同様の成分の援助を用いながら減少
することである。得られた市販製品の一つは、米国特許第5,167,950及び6,090,395号に開
示された乳化剤及びポリエトキシル化脂肪酸界面活性剤を用いているが、一方、他の例は
同様の結果を達成するために異なる泡安定剤の組み合わせを用いている。
【００５４】
　本発明の組成物に使用し得る第二の界面活性剤は、約0.10～約５重量％の量で存在する
、他のシリコーン界面活性剤、フッ素化界面活性剤、アルキルグルコシド、ポリ(エトキ
シル化及び／又はプロポキシル化)アルコール、ポリ(エトキシル化及び／又はプロポキシ
ル化)エステル、ポリ(エトキシル化及び／又はプロポキシル化)アルコールの誘導体、ポ
リ(エトキシル化及び／又はプロポキシル化)エステルの誘導体、アルキルアルコール、ア
ルケニルアルコール、多価アルコールのエステル、多価アルコールのエーテル、多価アル
コールのポリアルコキシル化誘導体のエステル、多価アルコールのポリアルコキシル化誘
導体のエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステルのポリアルコキ
シル化誘導体、ベタイン、スルホベタイン、イミダゾリン誘導体、アミノ酸誘導体、レシ
チン、ホスファチド、幾つかのアミンオキシド及びスルホキシド、並びにその混合物を包
含する。
【００５５】
　好ましいベタインはコカミドプロピルベタインである。好ましいアルキルグルコシドは
ココグルコシドである。好ましいフッ素化界面活性剤は　DEA　C[8-18]パーフルオロアル
キルエチルホスフェートである；別の好ましいフッ素化界面活性剤はアンモニウムC[6-16
]　パーフルオロアルキルエチルホスフェートである。好ましいポリエトキシル化脂肪ア
ルコールはポリエトキシル化ステアリルアルコール（エチレンオキシド２１モル）及びポ
リエトキシル化ステアリルアルコール（エチレンオキシド２モル）、並びにこれら二つの
混合物である。
【００５６】
　含まれ得る前記フルオロ界面活性剤は、両性ポリテトラフルオロエチレンアセトキシプ
ロピルベタイン(ＣＦ３ＣＦ２(ＣＦ２ＣＦ２)ｎＣＨ２ＣＨ２(ＯＡｃ)ＣＨ２Ｎ＋(ＣＨ３

)２ＣＨ２ＣＯＯ－)　（式中、ｎ＝２～４である）；下記構造のエトキシル化非イオン性
フルオロ界面活性剤：ＲｆＣＨ２ＣＨ２Ｏ(ＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ｘＨ　（式中、Ｒｆ＝Ｆ(Ｃ
Ｆ２ＣＦ２)ｙ　であり、ｘ＝０～約１５であり、そしてｙ＝１～約７である）；及び、
下記構造の陰イオン性ホスフェートフルオロ界面活性剤：(ＲｆＣＨ２ＣＨ２Ｏ)ｘＰ(Ｏ)
(ＯＮＨ４)ｙ　（式中、Ｒｆ＝Ｆ(ＣＦ２ＣＦ２)ｚ　であり、ｘ＝１又は２であり、ｙ＝
２又は１であり、ｘ＋ｙ＝３であり、そしてｚ＝１～約７である）又はその混合物である
ことができる。
【００５７】
　本組成物は抗菌剤を含むことができる。下記の抗菌剤は、本発明に用いるために好適な
抗菌剤の非限定的な例として提供され、そしてクロルヘキシジン塩、ヨウ素、ヨウ素の複
合形態、パラクロロメタキシレノール、トリクロサン、ヘキサクロロフェン、フェノール
、ベヘニルアルコール、長鎖疎水性基及び第四級基を有する界面活性剤、過酸化水素、銀
、銀塩、銀酸化物、他の第四級アンモニウム塩並びにその混合物を包含し得る。
【００５８】
　本発明の組成物の好ましい抗菌剤は約0.10％～約4.0重量％の量で存在するクロルヘキ
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シジングルコネート（CHG）である。別の好ましい抗菌剤は約0.05％～約５重量％の量で
存在するジデシルジメチルジアンモニウムクロリドである。別の好ましい抗菌剤は約0.05
％～約５重量％の量で存在するベンザルコニウムクロリドである。別の好ましい抗菌剤は
約0.05～15重量％の量で存在するベヘニルアルコールである。
【００５９】
　１回又は複数回の使用後に組成物が蒸発したのち粘着性感触を残さないほど十分に成分
の使用量が少なく、そしてこれが少なくとも60％　v/vのエタノール若しくは　n-プロパ
ノール濃度又は70％　v/vのイソプロパノールを維持して達成されるならば、この組成物
は、アルコール性ハンド衛生化／消毒発泡性組成物としての使用のために理想的であろう
。
【００６０】
　アルコールに水を添加することは、製品を発泡させるために必要なシリコーン・ベース
の界面活性剤の量の減少を可能にする一方で、より安定な泡を生じさせる。例えば、50～
60％　v/vアルコール水溶液と共に0.5～1.0％のシリコーン・ベースの界面活性剤を使用
すると安定な泡を生成し、この泡は容易に壊れず、そして逆さにしたときでさえ落ちず、
また圧力を加える（例えば両手で又は表面上でこするときに）まで壊れない安定なひと吹
き(puff)を生じてアルコール性溶液を与える一方で、アルコールの使用パーセンテージが
65％　w/wより多い場合には５％以下のレベルを必要とする。
【００６１】
　化粧品工業に広く使用される温和な非刺激性界面活性剤、例えばコカミドプロピルベタ
イン又はフッ素化界面活性剤、例えば　DEA　C[8-18]パーフルオロアルキルエチルホスフ
ェート若しくはアンモニウムC[6-16]パーフルオロアルキルエチルホスフェートを第二の
界面活性剤として使用することは、用いられるシリコーン・ベースの界面活性剤に応じて
、本発明の発泡性含水アルコール組成物を製造するためにより適している。
【００６２】
　泡を安定化するために、泡安定剤、並びに乳化成分を試したところ、噴射剤及び／又は
加圧容器システムを使用しない場合でさえ、生成物を泡として分配することを可能にする
という良好な結果を得た。
【００６３】
　場合により使用し得る適合性の泡安定剤の例は、モノグリセリドの乳酸エステル、陽イ
オン性乳化剤、トリ四級化ステアリン酸リン脂質複合体、ヒドロキシステアラミドプロピ
ルトリアミン塩、乳酸モノグリセリド、食品乳化剤、例えばグリセリルモノステアレート
、ベヘントリモニウムクロリド、セトリモニウムクロリド、プロピレングリコールモノス
テアレート、グリコール、ナトリウムステアロイルラクチレート、シリコーンワックス、
カプセル封入油、マイクロカプセル鉱油を包含する。
【００６４】
　本発明の発泡性組成物に用いられる好ましい泡安定剤はセチルベタインである。別の好
ましい泡安定剤はグリセリンである。別の好ましい泡安定剤はセトリモニウムクロリド、
そしてまたベヘントリモニウムクロリドである。
【００６５】
　本発明の製剤に使用できる保湿剤及び／又は皮膚軟化剤の例は、約５％以下の量で存在
する、ラノリン；ビニルアルコール；ポリビニルピロリドン；並びにグリセロール、プロ
ピレングリコール、グリセリルオレエート及びソルビトールからなる群から選択されるポ
リオール；ココグルコシド；又はセチルアルコール、ステアリルアルコール、ラウリルア
ルコール、ミリスチルアルコール及びパルミチルアルコールからなる群から選択される脂
肪アルコール；セチルアルコール；セテアレス20；並びにその組み合わせを包含する。本
組成物は脂質層向上剤、例えばアルキルグルコシド及びグリセリルオレエートの混合物、
又は　PEG-200水素化グリセリルパルミテート、又はジヒドロキシプロピルPEG-5リノール
アンモニウムクロリド又はPEG-7グリセリルココエートを含むことができる。
【００６６】
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　本組成物は、組成物を空気と混合し、そしてそれから泡を分配するためのディスペンサ
ーポンプを有する無加圧ディスペンサーから泡として分配されるように処方される。別法
として、本組成物をエアゾール容器に包装し、高い圧力下に分配することができる。
【００６７】
　本発明は、上記のような手動式低圧分配システムから泡として分配できる点で独特であ
るが、本組成物は別法として、高圧システム下にも同様に分配することができる。
【００６８】
　本組成物は、泡を加圧排出するために、全組成物の約３～約20重量％の量のエアゾール
噴射剤を含むことができる。エアゾール噴射剤はプロパン、二酸化炭素、ブタン、ジクロ
ロジフルオロメタン、ジクロロテトラフルオロエタン、オクタフルオロシクロブタン；1,
1,1,2-テトラフルオロエタン；1,1,1,2,3,3,3-ヘプタフルオロプロパン；及び1,1,1,3,3,
3,-ヘキサフルオロプロパンを包含し得る。噴射剤と共に金属容器に収容される場合には
、本製剤は、全組成物の約0.1～約５重量％の量の腐食防止剤、例えばソルビン酸、安息
香酸、ソルビン酸カリウム及び安息香酸ナトリウムを含むことができる。
【００６９】
　本組成物は組成物のｐＨを調節するための酸又は塩基を含むことができる。ｐＨを調節
するために酸を使用する場合は該酸が塩酸、クエン酸及びリン酸であることができ、そし
てｐＨを調節するために塩基を使用する場合は該塩基がセスキ炭酸ナトリウムである。
【００７０】
　本組成物は有機ゴム及びコロイド、高級脂肪酸の低級アルカノールアミド、短鎖ジオー
ル及び／又はトリオール、香料、着色物質、紫外線吸収剤、溶剤、懸濁剤、緩衝剤、コン
ディショニング剤、抗酸化剤、殺菌剤、及び医薬活性成分、並びにその組み合わせからな
る群から選択される成分を更に含むことができる。
【００７１】
　本組成物は全組成物の約0.01～約5重量％の量の保存剤を含んでいてもよい。
【００７２】
　本発明者らは、全く驚くべきことに、本明細書に開示したシリコーン界面活性剤と、20
07年4月3日に発行された米国特許　7,199,090及び　PCT　公開　WO　2005/030917　A1に
開示されたフルオロ界面活性剤との両者の組み合わせ含むアルコール泡を生成することが
可能であり、生成した泡が、泡質に関して興味深い相乗作用を示すことを見出した。
【００７３】
　カバーされるアルコール濃度の両極端において両方のタイプの界面活性剤は、アルコー
ル濃度が40％に近い場合には、より多量のかつより良好な泡を生成し、そして80％より高
い濃度では持続しない低品質の泡を生成する一方で、極めて興味深いことに、フルオロ界
面活性剤で観察された泡質はシリコーン・ベースの界面活性剤を用いて得られたものとは
異なることを見出した。
【００７４】
　実施例で使用したポンプを用いて、フッ素化界面活性剤を用いた組成物は、使用したア
ルコールの量及び界面活性剤のパーセンテージに応じて数秒以内に消失する、通気「急速
」破壊性泡と記述されるようなものである一方で、シリコーン・ベースの界面活性剤を用
いると泡は明らかに異なる外観を有するが、この泡はより濃密のようであり、場合によっ
てはより一様に見え、必ずしもより多くの気泡が存在するらしいという理由によるとは限
らずに「より白い」外観を与えるが、気泡がより長く持続するという理由で、気泡はより
安定である。
【００７５】
　この相違は、同一パーセンテージのアルコールを含有する並列サンプルを比較する場合
により良く観察され、そしてフッ素界面活性剤を用いるならば泡が最初に分配されるとき
により大きい体積及び「より良い」質の外観を示すことが明白である一方で、この視覚的
利点は最初の数秒間だけ観察される。なぜならば、泡は極めて急速に壊れて小さい体積に
なり、シリコーン・ベースの界面活性剤を用いて得られた泡と一層類似するようになるか



(20) JP 2017-128599 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

らである。最も重要な相違は、泡が持続する時間についてフッ素化界面活性剤だけを含有
する泡と比較して、シリコーン・ベースの界面活性剤だけを含有する泡がどれだけ長く持
続するのか、のようである。
【００７６】
　一方の界面活性剤又は他方（フルオロ界面活性剤に対してシリコーン界面活性剤）の使
用における主な相違の一つは、フッ素化界面活性剤が表面張力をシリコーン・ベースの界
面活性剤だけを用いて達成されるレベルよりも低いレベルに低下させ得るとい事実であり
、従ってシリコーン・ベースの界面活性剤だけを含む組成物が同様の結果を達成するため
にはより高いパーセンテージのシリコーン・ベースの界面活性剤を一般的に必要とするこ
とにも注目すべきである。
【００７７】
　同一組成物中で両方のタイプの界面活性剤を混合する重要な利点は、シリコーン・ベー
スの界面活性剤がより長い持続効果を与える一方で、フッ素化界面活性剤はより高いアル
コールレベルでより良い抵抗性を有し、それ故に混合した場合にこの組み合わせは、同一
条件下で何れか一方を個々に用いて得られるよりも大きい泡質の改善を与える。
【００７８】
　界面活性剤の組み合わせは、何れの界面活性剤の溶解度限度をも越えることなしに所望
の発泡効果の達成を可能にする一方で、同時に、それぞれにより生じた泡の相違に特徴的
な特性を利用する。
【００７９】
　シリコーン・ベースの界面活性剤及びフッ素化界面活性剤の組み合わせは、アルコール
濃度が高まるにつれて利点が増加するものであり、これは微生物学的効力を改善するため
に望ましい。
【００８０】
　下記の非限定的実施例は、種々の好ましい実施形態を示すために記載されるものであっ
て、決して本発明の範囲を限定するものではない。
【実施例】
【００８１】
　実施例１～１２は、異なる界面活性剤、並びに水及び50％エタノールの溶液を用いて、
泡として分配できるアルコール・ベースの消毒製剤を生成する能力を説明するために製造
した。実施例１３～１６は、40％エタノールを用いて泡を生成するためのシリコーン・ベ
ースの界面活性剤濃度の上昇を説明する。実施例１７～３２は、異なるシリコーン・ベー
スの界面活性剤を用いて泡を生成するためのエタノール濃度の上昇を示す。実施例３３～
３６は、62％エタノールで許容される泡を生成するためのシリコーン・ベースの界面活性
剤濃度の上昇を説明する。実施例３７～５２は、異なる界面活性剤及び70％　v/vイソプ
ロパノールの溶液を用いて泡を生成する能力を説明する。全ての部及びパーセンテージは
、別に指示しない限り重量により表現される。
【００８２】
　比較として、例えば、コカミドプロピルベタイン（CAPB）単独は、40％エタノール及び
３％CAPBにおいてさえ、60％　v/vエタノール、及び遥かに低いパーセンテージ（1.0%未
満）で用いたシリコーン・ベースの界面活性剤による結果のようには良好な結果を生じさ
せ得なかったことも見出した。コカミドプロピルベタインは、アルコールのそのパーセン
テージより高いと許容される泡を与えることができず、そして60％　v/v未満のアルコー
ル含有量は泡を衛生化溶液にとって不十分にする。また、この溶液はアルコールが蒸発し
た後に皮膚上に許容されない感触（すなわち、石鹸様の粘稠な感触）を残し、高レベルの
界面活性剤を示す。有利なことには、本発明の組成物の後感触は石鹸様でないのみならず
、実際に快適でもあり、本発明を多くの異なる用途にとって好適にする。
【００８３】
　下記の実施例は、エタノール、ｎ-プロピルアルコール及びイソプロピルアルコールの
異なる組み合わせと一緒にした異なるグループのシリコーン界面活性剤の発泡能力を評価
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しようとしたものである。それらはまた、若干の皮膚軟化剤及び保湿剤、脂質、並びに付
けたままにするハンド衛生化製品と共に使用されるべき他の化粧品タイプの望ましい成分
の、後感触並びに泡質における効果を評価するように計画された。抗菌特性を有する若干
の成分もまた、泡質及び後感触に対するそれらの効果を再び評価するために添加された。
【００８４】
　実施例５３～２９３は、61％　w/w～75％　w/wの全アルコール含有量を有する。最も良
い泡はアルコールとしてエタノールだけを用いて達成され、次に最も良いのは10％未満の
n-プロピルアルコールを用いたエタノール及びn-プロピルアルコールの組み合わせであっ
た。最も悪い泡はイソプロピルアルコール及び／又はn-プロピルアルコールのみを用いて
得られたものであった。同様に興味深いことは、エタノールだけと共に最もよく働く界面
活性剤は、試した他の２種のアルコールと共に最も良く働くものと同じではないという事
実である。より具体的には、PEG-17ジメチコーン並びに　Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコー
ンは、n-プロピルアルコール及び／又はイソプロピルアルコールだけと一緒にすると、Bi
s-PEG　12-ジメチコーンよりも良好に働くことを見出した。異なるアルコールを用いる場
合に異なるシリコーン界面活性剤を組み合わせることは、別のアルコールの添加が特定の
シリコーン界面活性剤の発泡能力を結局は破壊する場合に泡を増加させる相乗作用を示す
ように思われるが、アルコール、皮膚軟化剤及び他の成分の組み合わせのために好ましい
シリコーンは、Bis-PEG　[10-20]　ジメチコーンシリコーン界面活性剤である。
【００８５】
　シリコーン界面活性剤と他の界面活性剤との組み合わせも試みた；他の界面活性剤を用
いるときに許容される泡質改善を見出すことが可能であったが、石鹸様の後感触は付けた
ままにする製品に対して多くの界面活性剤にとって許容されなかったことを種々の実施例
が示した。しかしながら、シリコーン界面活性剤を上記のフルオロ界面活性剤と組み合わ
せた組成物は、極めて有利にシリコーン界面活性剤のパーセンテージの低下を可能にして
、コスト及び他の望まれる有効な成果に関して製剤中のパーセンテージを最適化するとい
う改善を示した。
【００８６】
　若干の化粧品成分、例えばココグルコシドグリセリルオレエートは、組成物中に存在す
る場合に泡質を劣化させるようであるが、後感触が有益に増すならば、存在する界面活性
剤のパーセンテージを増加させ、そして／又は泡質を改善するために泡安定剤を組成物に
添加することにより泡質を改善することができる。
【００８７】
　組成物中に存在するシリコーン界面活性剤のより高いパーセンテージは泡の質を増強し
たが、改善が観察されるまでには存在するシリコーン界面活性剤の量をかなり増加させる
必要があることを見出したことも興味深かった。例えば、１％を用いて達成された泡質は
1.5%を用いた場合よりも有意に良くはなかったが、２％を用いた場合よりもかなり良く、
そして３％又は４％を用いた泡質は極めて類似したが、５％は３％だけよりもずっと良か
った。
【００８８】
　分配された泡の質はボトルから泡を分配するために用いられるポンプ機構の特性に依存
することがある。例えば、泡の質は、同じサイズのボトルのためのポンプからの、1.5　m
lの大きいショットサイズよりも0.75　mlの小さいショットサイズを用いた場合のほうが
良かった。ショットサイズは、ポンプを駆動したときに分配される液体の量である。
【００８９】
　上記の実施例から結論づけられることは、発泡性アルコールの技術が水ベースの組成物
の技術とは二つ以上の側面でどれほど異なっているかを該実施例が明らかに示しているこ
と、及び最終製剤にとって望ましい成分の組み合わせに応じて、使用する発泡装置／機構
のタイプと組み合わせて、予想外の成果が生じ得たことである。
【００９０】
　以下は、組成物のためのより具体的な実施例であって、アルコール／シリコーン界面活
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性剤ハンド／皮膚衛生化発泡性組成物を製造する処方による；二つ以上は、アルコールだ
けが唯一の消毒成分である発泡性消毒組成物であるが、他の発泡性消毒組成物は抗菌剤、
例えばクロルヘキシジンジグルコネート又はジデシルジメチルジアンモニウムクロリド、
ベンザルコニウムクロリド、ベヘニルアルコール等を添加して使用している。
【００９１】
実施例２９４
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%＊　シリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性剤）
　　0.01～1.0%　　ココアミドプロピルベタイン（第二界面活性剤）
　　0.05～1.0%　　セチルベタイン（泡安定剤）
　　0.10～1.5%　　乳化剤脂肪アルコール　ROH　16-22炭素又は下記成分を含む最終製剤
中で良く作用する組み合わせ
　　60～70%　v/v　エタノール
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例２９５
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒濃縮組成物
　　0.1～5.0%＊　生理的に許容されるシリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性
剤）
　　0.001～12.0%　1,3-ブチレングリコール、2-ブトキシエタノール、又はグリセリン（
泡安定剤）
　　0.05～5.0%　ココグルコシド、グリセリルオレエート（保湿剤、皮膚軟化剤等）
　　60～70%　v/v　エタノール、n-プロパノール、イソプロパノール又はその組み合わせ
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例２９６
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%＊　シリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性剤）
　　0.01～1.0%　　フッ素化界面活性剤及び／又は他のシリコーン・ベースの界面活性剤
、又は混合物（第二界面活性剤）
　　0.05～1.0%　　セトリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.05～1.0%　　ベヘントリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.10～1.5%　　ジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウムクロリド、グリセ
リルオレエート、PEG-200水素化グリセリルパルミテート、ベヘニルPG-トリモニウムクロ
リド、PEG-7グリセリルココエート又は下記成分を含む最終製剤中で良く作用する皮膚軟
化剤、脂質、保湿剤の組み合わせ
　　1～10%　　n-プロピルアルコール
　　60～70%　v/v　エタノール
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例２９７
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%＊　シリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性剤）
　　0.05～1.0%　　セトリモニウムクロリド（泡安定剤）
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　　0.05～1.0%　　ベヘントリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.10～1.5%　　ジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウムクロリド、グリセ
リルオレエート、PEG-200水素化グリセリルパルミテート、ベヘニルPG-トリモニウムクロ
リド、PEG-7グリセリルココエート又は下記成分を含む最終製剤中で良く作用する皮膚軟
化剤、脂質、保湿剤の組み合わせ
　　1～10%　　　　n-プロピルアルコール
　　60～70%　v/v　エタノール
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例２９８
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%＊　シリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性剤）
　　0.01～1.0%　　フッ素化界面活性剤及び／又は他のシリコーン・ベースの界面活性剤
、又は混合物（第二界面活性剤）
　　0.05～1.0%　　セトリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.05～1.0%　　ベヘントリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.10～1.5%　　ジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウムクロリド、グリセ
リルオレエート、PEG-200水素化グリセリルパルミテート、ベヘニルPG-トリモニウムクロ
リド、PEG-7グリセリルココエート又は下記成分を含む最終製剤中で良く作用する皮膚軟
化剤、脂質、保湿剤の組み合わせ
　　60～70%　v/v　エタノール
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例２９９
アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%＊　シリコーン・ベースの界面活性剤（第一界面活性剤）
　　0.05～1.0%　　セトリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.05～1.0%　　ベヘントリモニウムクロリド（泡安定剤）
　　0.10～1.5%　　ジヒドロキシプロピルPEG-5リノールアンモニウムクロリド、グリセ
リルオレエート、PEG-200水素化グリセリルパルミテート、ベヘニルPG-トリモニウムクロ
リド、PEG-7グリセリルココエート又は下記成分を含む最終製剤中で良く作用する皮膚軟
化剤、脂質、保湿剤の組み合わせ
　　60～70%　v/v　エタノール
　　十分量　　　　　水
＊　好ましくはBis-PEG-[10-20]ジメチコーン、3-(3-ヒドロキシプロピル)-ヘプタメチル
トリシロキサンエトキシレーテッドアセテート、Bis-PEG/PPG　18/6ジメチコーンアセテ
ート、ポリエーテル改変ポリシロキサン又はポリシロキサンベタイン、又はその混合物。
実施例３００
クロルヘキシジングルコネート（CHG）　&　アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.50～4.0%　　クロルヘキシジングルコネート（CHG）を添加した
　　製剤２９４、２９５、２９６、２９７、２９８又は２９９。
実施例３０１
ジデシルジメチルジアンモニウムクロリド　&　アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組
成物
　　0.01～5.0%　　ジデシルジメチルジアンモニウムクロリドを添加した
　　製剤２９４、２９５、２９６、２９７、２９８又は２９９。
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実施例３０２
ベンザルコニウムクロリド　&　アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%　　ベンザルコニウムクロリドを添加した
　　製剤２９４、２９５、２９６、２９７、２９８又は２９９。
実施例３０３
ベヘニルアルコール　&　アルコール性ハンド衛生化発泡性消毒組成物
　　0.01～5.0%　　ベヘニルアルコールを添加した
　　製剤２９４、２９５、２９６、２９７、２９８又は２９９。
　本明細書に記載した本発明の組成物の製造方法は、大部分の成分が液体なので分かりや
すい。ワックスタイプの成分を使用すべき場合には、それらを40～45℃に加温して好まし
くは水の部分に混合しながら組み入れ、その後冷やすことができ、又はそれらを「冷時」
に、すなわち室温で、他の成分の前にアルコールに加え、そして組成物に係る成分の残り
を加える前に完全に組み入れられるまで混合できるだろう。
【００９２】
　活性成分は予め水に溶解することができ、これは当業者によく知られた方法である。異
なる成分の好ましいパーセンテージを用いて望ましい泡質を与えるために特定の処方を調
節できないならば、泡質を改善するために分配機構の特性、例えば発泡ポンプのタイプ及
び特性を改変することができ、例えば少し記述するだけでも、気／液比、ノズルにおける
スクリーンサイズの変更を当業者に自明の方法で調節することができる。
【００９３】
　本明細書に記載した組成物はアルコール濃度の高い市販の組成物よりも改善されたアル
コール・ベースの消毒製品、並びにそれらが噴射剤又は加圧容器を用いないで発砲できる
という事実を与えるが、噴射剤の使用は場合によっては生成する泡の質を改善し得ること
が理解されるだろう。
【００９４】
　アルコール濃度及び特定組成の適用に応じて、生成する泡は大きく変動することができ
、不当な無駄又は努力なしに皮膚上に完全に広がるほど十分に安定である比較的急速に破
壊する泡の多様性は最高級である。
【００９５】
　本発明の製剤は出荷し得る幾つかの成分だけを含む濃縮物として最初に製造し、次いで
残りの成分を用いて構成することができる。例えば、濃縮物は、ａ）全組成物　0.01～約
15％の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための有効なシリコーン・
ベースの界面活性剤、及び少なくとも約0.01～約10.0％を含む泡安定剤；約0.05％～約5.
0％の範囲で存在する、保湿剤、皮膚軟化剤及びその組み合わせの何れか一つ；及び水を
含むことができる。
【００９６】
　次いでこの濃縮組成物を、ａ）全組成物の約60％　v/v～約80％　v/vの量で存在するア
ルコールＣ１－４　又はその混合物；及びｂ）全組成物を100重量％とする量で存在する
水の添加によりアルコール消毒組成物として構成することができる。
【００９７】
　アルコール濃度及び成分の質に関するベース組成物の性質のために、本発明のための有
利な用途は、発泡性製品のためのアルコール性皮膚／ハンド消毒組成物としの用途であり
、その例は上記で説明されている。それにもかかわらず、本発明は消毒用途のための多種
多様な製品の製造に役立ち、そして当然のことながら、他の実施形態を利用することがで
き、また本発明の範囲から逸脱することなく変更することができる。
【００９８】
　従って、請求項はこのような変更及び均等物に及ぶと解釈されることを意図している。
少し言及するだけでも、アルコール／シリコーン界面活性剤を用いて下記の製品を製造す
ることができる：薬用泡、日焼け止め泡、ハンドクリーム泡、ブラシ不要のシェービング
クリーム泡、シャワー又は浴用オイル泡、乾式髪シャンプー泡、メイキャップリムーバー
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泡、鎮痛性泡マッサージ剤、整髪用泡及び、制汗性洗髪用泡、制汗性泡、ヘアコンディシ
ョナー泡。
【００９９】
　本明細書で用いられる「含む(comprises)」、「含むこと(comprising)」、「包含する(
includes)」及び「包含すること又は包含(including)」という用語は、包括的かつオープ
ンエンドであり、排他的ではない。具体的には、請求項を含めてこの明細書で用いられる
場合に、「含む」、「含むこと」、「包含する」及び「包含すること又は包含」という用
語、並びにその変形は、特定した特色、手段又は成分が含まれることを意味する。これら
の用語は、他の特色、手段又は成分を排除すると解釈されるべきではない。
【０１００】
　本発明の好ましい実施形態の上記の記載は、本発明の原理を説明するために提示された
ものであって、説明された特定の実施形態に本発明を限定するためではない。本発明の範
囲は添付の請求項及びそれらの均等物以内に含まれる全ての実施形態によって定義される
ことを意図している。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月2日(2017.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分；
　ａ）全組成物の約40％v/vより多い量で存在する、Ｃ１－４アルコール又はその混合物
；
　ｂ）全組成物の少なくとも0.01重量％の量で存在する、湿潤及び発泡のための、シリコ
ーン骨格（-(Ｒ２Ｓｉ-Ｏ)ｎ-）を含有する親油性鎖を含む生理的に許容される有効なシ
リコーン・ベースの界面活性剤；及び
　ｃ）全組成物を100重量％とする量で存在する水
を含む発泡性アルコール組成物。
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